
②
水泳の
タッピング棒

①
ゴールボールの
ボール



中に鈴が入った固くて重いゴム製のボールを使用します。
ボールの重さは 1.25 ㎏。 選手はバスケットボールの約 2
倍の重さのボールを全身で受け止め、 ゴールを守ります。

バーに重りを足したり、 より重いものに差替えて重量を上げ
ていきます。 イランのラーマン選手はリオ 2016 パラリンピッ
クで 310kg を持ち上げました。

シッティングバレーボールで使用するボールは一般のバ
レーボールと同じです。 ただし、 お尻の一部を床につけたま
まプレーするので、 ネットの高さを低くし、 狭いコートで行い
ます。

全盲のクラスでは、 選手がプールの壁にぶつからないよう
に、 タッパー （コーチやガイド） が身体にタッチして壁を知ら
せる道具「タッピングバー」 を使用します。 また、 全く光の入
らない黒塗りのゴーグルを使用して公平に競技を行います。

☞競技紹介はこちら　

☞競技紹介はこちら　

☞競技紹介はこちら　

☞競技紹介はこちら　

https://www.parasapo.tokyo/sports/goalball
https://www.parasapo.tokyo/sports/swimming
https://www.parasapo.tokyo/sports/powerlifting
https://www.parasapo.tokyo/sports/sitting-volleyball


車いすバスケットボールで使用するボールは一般のバス
ケットボールと同じです。 ゴールの高さも同じですが、 車い
すに乗ってプレーするため、 よりシュートの難易度が上がり
ます。

2 バウンドまでの返球が認められているため、 守備範囲が
広い車いすテニス。 ラケットとボールは一般のテニスと同じ
ものを使用します。 

芝の上ではなく体育館のコートで行われる車いすのラグ
ビー。 楕円球ではなく、 バレーボールに似た専用球を使用
して行い、 前方へのパスも認められています。 

赤ボールと青ボールを投げ合い 「ジャックボール （白いボー
ル）」 と呼ばれる的にいかに近づけられるかを競います。 審
判は投球するチームを示すために、 しゃもじ型の 「パドル」
を用います。 また、 ジャックボールからの距離を測る時はコ
ンパス型の 「キャリパー」 などを使用します。

☞競技紹介はこちら　 ☞競技紹介はこちら　

☞競技紹介はこちら　 ☞競技紹介はこちら　

https://www.parasapo.tokyo/sports/wheelchair-basketball
https://www.parasapo.tokyo/sports/wheelchair-tennis
https://www.parasapo.tokyo/sports/wheelchair-rugby
https://www.parasapo.tokyo/sports/boccia


アイマスクを装着し、 音源の埋め込まれたボールをドリブル
やパスでゴールまで運びます。 選手は角度などを伝える 「ガ
イド」、 晴眼者や弱視者が務める 「ゴールキーパー」、 サイ
ドフェンスを越えたベンチに立つ 「監督」 の声を聞きながら
プレーします。  

基本的に一般の卓球とほぼ同じルールと用具でプレーしま
す。 障がいの種類やレベルに応じてクラス分けがされてお
り、 プレースタイルも障がいに応じて様々です。

☞競技紹介はこちら　 ☞競技紹介はこちら　

https://www.parasapo.tokyo/sports/football-5-side
https://www.parasapo.tokyo/sports/table-tennis



